

















































































































































































































































































































































































日時 7/3（日）13：00－17：00 8/7（日）10：00－17：00 8/21（日）10：00－17：00





































参加人数 23名 17名 26名
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支援プログラムの中で活用したこと、④地方の女性関
連施設と連携してプログラムを企画・実施したこと、
⑤実施したプログラムの評価に基づき、新たなプログ
ラム案を開発したこと、の5点である。
４．生涯学習を活用した女性のキャリア形成
本研究の3年間の成果は各年度の報告書にまとめら
れているが、ここでは特に重要な知見を挙げることと
する。
１）　キャリア形成支援プログラムの類型～スキ
ル・アップ型とマインド・アップ型
2003（平成15）年度は、生涯学習をキャリア形成
にうまく結びつけた女性20名へのインタビュー調査
を実施した。大槻［2004a］は、インタビュー結果か
ら、女性たちが利用した生涯学習をその内容で「スキ
ル・アップ型」と「マインド・アップ型」に分類し、ど
のような場合に成果につながっているかについて分析
している。スキル・アップ型の講座とは、保育士やカ
ウンセラー等の資格、パソコンや簿記など技能の取得
をめざす講座や、「起業」「再就職」「NPO設立」など、
キャリア形成の目的が明確に掲げられている講座を指
す。一方、マインド・アップ型とは、女性問題学習や
自己啓発等に類する講座を指す。主として個人の学習
や啓発それ自体を目的とするものであり、キャリア形
成に向けて気持ちを奮い立たせたり、生き方を主体的
に選び取る態度を養うといったような効果をねらいと
する。
分析によれば、生涯学習をキャリア形成にうまく結
びつけた女性20事例のうち、40%にあたる8事例は
スキル・アップ型とマインド・アップ型の両方の講座
を受講しており、両方のタイプの講座を組み合わせる
ことが具体的な成果につながっていることがうかがえ
る。また、どちらかのタイプのみを受講している場合
にも、①明確なキャリア・プランがある中でマインド・
アップ型講座を受講し、自信を得てキャリア形成につ
ながる、②スキル・アップ型講座の受講により、資格
や技能だけでなく同じ目的を持つ仲間との出会いから
形成されるネットワークを通じてキャリア形成につな
がる、等の例が確認されており、「資格・技能＋意識
啓発」の、両方のタイプの要素が揃うことによってキャ
リア形成に結び付けられるという傾向が明らかになっ
た。
２）　ネットワーク形成の拠点としての女性関連
施設
生涯学習やNPO活動を通してキャリア形成に結び
つけた女性への調査から見えてきたこととして、人的
ネットワークの重要性がある。
女性のキャリア・パターンは、生涯にわたり職業を
継続する「キャリア継続型」と結婚や出産・子育てを
機に職業を中断する「中断再出発型」に大別されるが、
女性関連施設におけるキャリア形成支援をより切実に
必要としているのは後者の層である。再就職／再チャ
レンジをめざす子育て期の女性は、本人が「選び取っ
た」はずの「子育て」によって、予想以上のストレスに
さらされていることが多く、また、就業していた頃の
生活とのギャップから自己評価が極端に低下している
場合も多い［矢口…2004：9-14］。実際に再就職をめ
ざしても、年齢制限の壁や、離職期間中のさまざまな
経験がキャリアとして正当に評価されず、本人の希望
に沿った仕事を得ることは非常に困難である。孤立し
た環境の中で育児に従事し、かつ再就職／再チャレン
ジを漠然と思い描いている女性にとっては、明確な
キャリア形成の目標を立てる前段階として、同じ目標
を持つ仲間と出会い、悩みを共有したり情報を交換し
たりする人的ネットワークの形成が重要である。再就
職／再チャレンジをめざす女性たちにとって必要な支
援として、具体的には、①子育て期の女性向けに保育
つきの講座を積極的に開設する、②自己評価の低下し
ている女性のための講座作り、③求職の意志が既に明
確な女性と、そうでない女性それぞれのニーズにあっ
たプログラムを用意する、④相談事業により、講座の
選択についてアドバイスを受けられたり、再就職後の
フォローができる体制をつくる、⑤受講者のネット
ワーク形成を促し、受講後／再就職後も相互に情報交
換できるようにする、といったことが考えられる［国
広…2004：44-48］。
子育て期の女性に限らず、女性が困難な状況の中で
一歩を踏み出すためには、同じような状況にある女性
の人的ネットワークが重要な役割を担う。女性関連施
設は、女性の人的ネットワーク、および支援情報のネッ
トワークの拠点としての役割を果たしていくことが不
可欠である。
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３）　ロールモデルの収集と提示
本研究では、①多くのキャリア形成事例を収集・分
析するとともに、②それらをロールモデルと位置づ
け、事例集（ロールモデル集）を作成し、③プログラ
ムで活用するというプロセスをたどってきた。キャリ
ア形成支援におけるロールモデルの重要性は、男女共
同参画会議基本問題専門調査会［2003：16］におい
ても、支援策の方向性の一つとして「身近なチャレン
ジ事例の提示」という文言で指摘されており、内閣府
チャレンジサイトをはじめとして多くの事例が冊子、
インターネット等で提示されている。女性にとって、
働く女性のロールモデルは男性に比べて少なく、とり
わけ再チャレンジを果たした女性のロールモデルを見
つけることは難しいため、具体的なロールモデルの
提示はキャリア形成を促す上で非常に有効である [ 岡
本…2006：197-199］。本研究で収集したロールモデル
は、生涯学習およびNPO活動を通じてキャリア形成
を行った女性たちであり、収集にあたってはできるだ
け身近な事例と感じられることに留意した。
渡辺［2004：59-60］は、本研究において収集した
ロールモデルに共通する特徴として、①役割の葛藤を
体験し、複数の役割を引き受け、柔軟に対応する術を
獲得している、②「行動する」姿勢を持っている、③
自分の体験を積極的に評価している、④人間関係を重
視し、広い人間関係を保っている、⑤あまり遠い将来
まで計画していない、の5点を抽出している。「ロー
ルモデル」と言うと、人並みはずれた才能や努力で成
功を収めた人物を想定しがちであるが、ロールモデル
として機能するのは、自分の生活とあまり距離を感じ
させない身近な事例なのである。
生涯学習を活用したり、NPO活動に参加すること
でキャリア形成に結びつけた女性のロールモデルを収
集したこと、また、多くの女性たちが多様なキャリア
形成の参考としてもらえるよう、ブックレットの刊行
とウェブサイト構築によるロールモデルの提示を行っ
たことは、本研究の成果の一つである５）。
４）　ロールモデルを活用したプログラムの開発
収集したロールモデル事例をプログラムで活用する
ことは本研究の大きな課題であった。2005（平成17）
年度に実施した地方の女性関連施設との連携プログラ
ム（前掲の表3を参照）では、ロールモデルを活用し
たプログラムを実験的に実施した。ロールモデルの活
用方法は、以下の3つのパターンに分類することがで
きる。
①事例提示型
ロールモデル事例のもっとも直接的な活用方法は、
ロールモデル自身にプログラムの講師（事例提供者）
として来てもらい、参加者に直接自らのキャリア形成
過程を語ってもらうやり方である。この方法は、福井
（4事例）、福島（1事例）、名古屋（3＋1事例）のプ
ログラムで取り入れられている。本人から直接話を聴
けることで参加者にとってインパクトが強く、キャリ
アを考えるきっかけを作る上でも、具体的な目標に向
けたキャリア・イメージを描く上でも、有効な活用方
法といえる。この方法では、プログラムの趣旨に合っ
たロールモデルを用意することがもっとも重要であ
り、そのためにも企画者側がプログラムの趣旨を十分
に理解しておく必要がある。
②キャリア回顧・展望型
ロールモデル事例そのものを活用するのではなく、
既存の事例におけるキャリア形成過程の紹介のされ方
を参考に、何らかの作業を通じて、自らのキャリアを
振り返ったり、今後を展望したりするやり方もある。
この方法は、熊本および名古屋のプログラムで取り入
れられた方法で、参加者は既存のロールモデル事例（本
プロジェクトの場合、ヌエック・ブックレット3、4）
の記述を参考に、自分自身のこれまでのキャリアに関
連する経験を言語化するなどの作業を行う。これは、
現在の自分にどのような経験・能力があるかを確認す
る意味があり、自らの現状を把握するだけでなく、自
らの能力についての自信の回復にもつながる。このよ
うなキャリアの振り返りを経て、自分の経験・能力を
いかして今後のキャリアをどのように形作っていくの
かを具体的に考えることができるようになる。こうし
たキャリアの振り返り作業を取り入れたキャリア支援
プログラムは、ある程度まとまった時間ないし期間が
必要であり（熊本・名古屋とも2日間のプログラム）、
参加者の負担を考慮したプログラム作りが求められ
る。また、具体的な振り返り作業の方法についてはさ
まざまな工夫の余地があるところであり、プログラム
によって企画者側のアイデアを取り入れることが可能
であろう。
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③事例分析型
今回の4つの連携プログラムでは取り入れなかった
が、既存のロールモデル事例におけるキャリア形成
のプロセスを、参加者が分析するやり方もある。この
方法では、キャリア形成事例集を教材とし、そこで紹
介されているいくつかの事例について、参加者が個人
またはグループでの作業を通じて分析することによっ
て、女性のキャリアを取り巻く社会環境を理解した
り、キャリアを切りひらくために必要な条件を発見す
るという内容になる。①のように事例提示をしたいが、
ロールモデル自身に来てもらうことが困難な場合や、
②のように参加者自身のキャリア回顧・展望を行う前
段階のプログラムとして有効な方法といえよう。ただ
し、注意しなければならないことは、ロールモデルを
分析する作業の中で、参加者がロールモデルのキャリ
ア形成の細部に不必要な関心を示したり、批判したり
することを避けることである。事例の分析はあくまで
も参加者自身のキャリア形成の参考とする目的であっ
て、自分自身を棚に上げてロールモデルのキャリア形
成のみに参加者の関心が集中することのないようにし
なければならない。ロールモデルはあくまでも一つの
事例であり、批判や詮索の対象ではないことを企画者
および担当講師が明確に参加者に伝えることが必要で
ある。
５）　NPO 活動への着目
職業に限定されない「多様なキャリア」を実現する
場として、本研究ではNPO活動をとりあげた。NPO
活動は個人レベルで行われるボランティア活動と異な
り、組織的に行われる非営利活動である。活動には多
くの人材、資金、情報を必要とするが、活動への報酬
は十分でないという現実がある。そのため、女性によ
るNPO活動が広がっていくという状況は、新たなア
ンペイド・ワークへの囲い込みに繋がりかねないとい
う危険性もはらんでいるのだが、そのような問題を理
解した上で、キャリア形成の一つとしてNPO活動を
位置づけ、活用していくことが可能である。
女性のNPO活動を支援する生涯学習としては、①
広く社会活動への参加を促す講座、②特定の NPO
活動の領域に必要な知識・技能を養成する講座、③
NPOの組織運営に関する講座（マネージメント、経
理、法律など）の3種類がある。このうち、実際に
NPO活動をおこなう女性へのインタビューによれば、
③の講座が不足しており、専門家の教示を受けるよ
りも、実際にNPOを設立し活動しているグループの
話を聴くことが役に立つ、という指摘があった［岡本…
2005：9］。
また、大槻［2005b：65-66］は、NPO 活動が金銭
的報酬に結びつく条件を検討し、①活動によって収益
を上げることができる「事業指向型」であること（育児、
介護など）、②メンバーのキャリアをいかし、採算性
を見据えた活動ができるかどうか、③活動メンバー
を含め、NPO活動が金銭的報酬をともなう労働であ
るという社会的認知が広がること、等を挙げている。
NPO活動が女性のキャリア形成の場としての有効性
を高めていくための検討・対策が必要であろう。
５．女性のキャリア形成を支援するために 
――今後の課題と展望――
以上のように、本研究では「多様なキャリア」観に
立脚し、ロールモデルの収集とその活用方法を主とし
て検討してきた。最後に、今後の課題および展望とし
て、次の2点を挙げておきたい。
第一に、女性関連施設の役割の充実である。近年、
指定管理者制度の急速な広がりなど、女性関連施設を
めぐる社会状況は大きく変貌を遂げつつある。キャリ
ア形成支援のためのネットワーク拠点として、高度に
専門的な仕事が求められているが、専門的なスタッフ
の確保や、よく練られたプログラムを実施するだけの
条件を整えていくことが課題となる。さらに、女性関
連施設で学習し、キャリア形成を遂げた女性がスタッ
フとして働くケースも多いことをふまえると、女性関
連施設における女性の働き方や労働条件が、良くも悪
くも「ロールモデル」として機能するということも考
慮しなければならない［国広…2004：48］。したがって、
女性関連施設の置かれた状況やその変化、プログラム
の実施状況と評価、利用者のニーズの把握など、多く
のデータを収集した上で現状を分析し、求められる役
割を果たすために実質的に可能な方策を採る必要があ
るだろう。
第二に、NPO活動を含めた地域活動への着目であ
る。女性のキャリア形成支援の方策は、個人への支
援だけではなく、女性を取り巻く社会状況への働き
かけという側面もある［渡辺…2006：2082-09］。とく
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に、人口が少なく伝統的な価値観が強い地方における
女性のキャリア形成支援は、個人への支援だけでは解
決のつかない部分が多く、個人の支援から地域活動へ
とつなげることで、地域における女性の状況を改善
していくことが可能となる［矢口…2006：229］。その
際、NPO活動という領域は、女性のキャリア形成と
地域づくりの両方の可能性を含むものとして改めて注
目に値するのではないだろうか。女性によるNPO活
動の状況をより詳細に把握し、地域づくりにつながる
NPO活動等、女性の社会活動を支援するために有効
なプログラムを開発していく必要があるだろう６）。
〈注〉
１）2005（平成17）年に国連開発計画（UNDP）が発表した『人
間開発報告書』によると、女性が政治及び経済活動に
参加し、意思決定に参加できるかどうかを測るジェン
ダー・エンパワーメント指数（GEM）で、日本は測定可
能な80ヵ国中43位であった。国民の生活の豊かさを示
す人間開発指数（HDI）では177ヵ国中11位、人間開発指
数に男女間の格差を組み込んで算出したジェンダー開
発指数（GDI）は144ヵ国中14位といずれも高い水準にあ
ることから、日本は生活の豊かさに比して女性の能力活
用が不十分であるといわれている。
２）プロジェクト委員は以下の通り。岡本英雄（上智大学教
授、座長）、国広陽子（武蔵大学教授）、矢口悦子（東洋
大学教授）、渡辺三枝子（筑波大学教授）、大槻奈巳（聖
心女子大学准教授、NWEC 客員研究員）、酒井計史（NWEC
客員研究員）、堀内康史（NWEC 客員研究員）、羽田野慶
子（NWEC 研究員、2005年度より）。
３）2003（平成15）年度は、文部科学省委託「女性の多様な生
涯学習の調査研究」として実施した。
４）ヌエック・ブックレット3『キャリア形成に生涯学習を
いかした女性たち』は、2004（平成16）年3月に初版を出
版、平成17年6月に改訂版を出版した。
５）2006（平成18）年3月より、「国立女性教育会館　女性の
キャリア形成支援サイト」（http://winet.nwec.jp/career/）
を開設し、調査研究で収集したロールモデルへのインタ
ビューの簡易版を公開している。このサイトではロール
モデルの紹介のほか、他のサイトで紹介されているロー
ルモデルの横断検索、関連する学習情報等の紹介を行
なっている。なお、本サイトの構築は、平成17年度「多
様なキャリア形成を支援するための情報提供システム
に関する調査研究」による成果である。
６）NWEC が2006（平成18）年度から実施している「女性の
キャリア形成支援のためのプログラムに関する調査研
究」では、女性を代表者とする全国の NPO 法人（300件）
とその女性スタッフを対象に、女性の NPO 活動に関す
る質問紙調査を実施している。調査結果に基づき、女性
の社会活動を支援するために効果的なプログラムを開
発する予定である。
〈参考文献〉
チャレンジ支援ネットワーク検討会　2004　「チャレンジ支
援ネットワーク検討会報告書」
男女共同参画会議　2003　「女性のチャレンジ支援策につい
て」
男女共同参画会議基本問題専門調査会　2002　「女性のチャ
レンジ支援策について　中間まとめ」
男女共同参画会議基本問題専門調査会　2003　「女性のチャ
レンジ支援策について」（最終報告）
羽田野慶子　2006a　「キャリア形成支援連携プログラムの
成果と課題」『生涯学習の活用と女性のキャリア形
成に関する調査研究報告書』pp.188-195　国立女性
教育会館編
羽田野慶子　2006b　「女性のキャリア形成支援に何が求め
られているか―3ヵ年の研究成果のまとめ」『生涯学
習の活用と女性のキャリア形成に関する調査研究報
告書』pp.241-250　国立女性教育会館編
女性の多様なキャリアを支援するための懇談会　2003a　
「多様なキャリアが社会を変える　第一次報告（女
性研究者への支援）」
女性の多様なキャリアを支援するための懇談会　2003b　
「多様なキャリアが社会を変える　第二次報告（女
性のキャリアと生涯学習の関わりから）」
国立女性教育会館編　2003　『女性のエンパワーメントのた
めの生涯学習拡充方策に関する調査研究報告書』
国立女性教育会館編　2004a　『女性の生涯学習に関する日
韓比較研究報告書―女性のエンパワーメントと「学
び」―（平成13年度 ~15年度科学研究費補助金基盤
研究（B）〔課題番号13410090〕）』
国立女性教育会館編　2004b　『生涯学習をいかした女性の
キャリア形成事例集』（文部科学省委託事業「女性の
多様な生涯学習の調査研究」報告書）
国立女性教育会館編　2004c　『女性のキャリア形成支援に関
する調査研究報告書』
研究ジャーナル−第11号
112
論文
国立女性教育会館編　2004d　『女性の生涯学習とエンパ
ワーメント―日本・韓国・ノルウェー・アメリカの
4ヶ国比較調査から』
国立女性教育会館編　2004e　『キャリア形成に生涯学習をい
かした女性たち』（ヌエック・ブックレット3）
国立女性教育会館編　2005a　『女性のキャリア形成と NPO
活動に関する調査研究報告書』
国立女性教育会館編　2005b　『キャリア形成に生涯学習を
いかした女性たち―改訂版』（ヌエック・ブックレッ
ト3）
国立女性教育会館編　2005c　『キャリア形成に NPO 活動を
いかした女性たち』（ヌエック・ブックレット4）朝
陽会
国立女性教育会館編　2006　『生涯学習の活用と女性のキャ
リア形成に関する調査研究報告書』
国立女性教育会館編　2007　『夢をかたちにした女性たち～
将来のキャリアを考えたいあなたへ』（ヌエック・
ブックレット5）朝陽会
国広陽子　2004　「女性のキャリア形成支援と女性センター
の課題」国立女性教育会館編　2004c　pp.9-16
文部科学省生涯学習政策局　2002　「女性の多様なキャリア
を支援するための懇談会について」
内閣府　2006　『男女共同参画白書　平成18年版』
岡本英雄　2005　「女性のキャリアと NPO 活動」国立女性教
育会館編　2005a　pp.1-9
岡本英雄　2006　「女性のキャリア・アップのためのプログ
ラム」国立女性教育会館編　2006　pp.196-201
大槻奈巳　2004a　「なにが『成果』をもたらしたのか～生涯
学習をいかしたキャリア形成」国立女性教育会館編
2004b　pp.17-27
大槻奈巳　2004b　「4カ国の生涯学習の特徴」国立女性教育
会館編　2004d　pp.15-31
大槻奈巳　2004c　「女性のキャリア形成と生涯学習―なにが
『成果』をもたらしたのか」『現代社会の構想と分析』
2004年度年報　pp.105-117　現代社会構想・分析研
究所
大槻奈巳　2005a　「女性のキャリア形成と生涯学習」『労働
の科学』60巻3号　労働科学研究所
大槻奈巳　2005b　「女性のキャリア形成―NPO活動からみた
職業的キャリア形成」国立女性教育会館編　2005c　
pp.57-67
大槻奈巳　2005c　「生涯学習を生かした女性のキャリア形
成」『We―learn』2005年7月号（No.633）　pp.3-6　日本
女性学習財団
大槻奈巳　2006　「女性の NPO 活動と金銭的報酬―キャ
リア形成の視点から」『労働社会学研究』第7号　
pp.37-59　日本労働社会学会
矢口悦子　2004　「生涯学習体験と女性のキャリア形成」国
立女性教育会館編　2004c　pp.9-16
矢口悦子　2006　「地域における学びとキャリア形成」国立
女性教育会館編　2006　pp.221-230
渡辺三枝子　2004　「女性のキャリア形成支援の実践――
心理学の視点から」国立女性教育会館編　2004c―
pp.58-67
渡辺三枝子　2006　「女性のキャリア形成過程の分析と支援
のあり方」国立女性教育会館編　2006　pp.202-210
（はたの・けいこ　国立女性教育会館研究員）
